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実験 小角 X線散乱の実験はリガク社製 18kWX 線発生機に共焦点ミラーを組み

























構造因子はど1)(τ) = expL -l D(q;r)τ]により表される。ここで、 D(q;r)は拡散係数であり、
無限希釈での拡散係数 D。および構造因子 S(q)とD(q;r:)/Do = H(q;r:)/ S(q)の関係がある。
この式中の H(q，τ)は流体力学関数(hydrodynamicfunction)と呼ばれ、流体力学的相互作
用を表している。 Cl2E8/水系の無秩序ミセル相における動的および静的光散乱実験から
D(q;r)， Do， S(q)を求め、 H(q，τ)を計算した(実際には q→0、τ→0の極限値)。得られた
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